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現代史プリント（E－１７） 核の脅威のもとで(1)

米ソ対立と核軍拡競争
NHKスペシャル【映像の世紀８ 恐怖の中の平和】をもとに

Ⅰ．プロローグ
①[1 ]環礁での1946年の最初の[2 ]以来、中部太平洋では６０回以上の

核実験が繰り広げられた。

４年後[ ]も原爆実験に成功し、アメリカの3 は終わった。

②これ以降、冷戦は4 核兵器の力をもとうとしのぎをけずるよ

うになる。

③[5 ～ ]年代は[6 ]のもとにすすんでいった。

Ⅱ．米ソの動き
①1950年代、アメリカは[7 ]として、[8 ]時代を迎えていた。

この時期、アメリカとっておおきな気がかりは[9 ]主義の影響の高まりであった。

[10 ]の成立や[11 ]の勃発は大きな危機感を持って迎えられた。

②1952年の大統領選挙に圧倒的な人気で当選したのは、[12 ]主義との戦いを主張した軍人

[13 ]であった。

③時代は原爆から[14 ]へと移行しており、広島型原爆の[15 ]倍の威力を持っていた。

④当時のソ連の指導者は[16 ]であったが、そのもとにのちに第一書記として大きな

役割を果たす[17 ]もいた。彼は失脚後、[18 ]にその記録を残している。

⑤彼の記録によれば、スターリンはソ連の19 の弱さをおそれており、そのた

めすべての努力を[20 ]にふりむけていたという。

そして、1953年８月には[21 ]の実験に成功した。

⑥1953年３月[22 ]が７３歳で死亡した。

フルシチョフは、この事態をきっかけに23 をうけるのではないかとお

それおののき、アメリカに対し24 を求めるようになっていく。

Ⅲ．米ソの対立の中で
①東側のなかに残された[25 ]は冷戦の最前線となり、西側は資本主義のショーウィン

ドウとして援助を与え、大きく発展した。

②このため[26 ]の人々は西へとおしよせ、食料援助をうけとった。
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③こうした格差の中、東側で[27 ]が発生、これに対し東側は武力で鎮圧した。

④アジアでの対立も続き、1950年に始まった[28 ]戦争は東西陣営が直接対決でもあった。

[29 ]は数百万人の人民義勇軍を派遣、[30 ]軍は国連軍の主力であった。

双方北緯[31 ]度線をはさんで一進一退を繰り返し、休戦は[32 ]年であった。

当時のハリウッドのセックスシンボル[33 ]もこの地を慰問に訪れている。

Ⅳ．核抑止力と核軍拡競争
①1955年、[34 ]でポツダム会談以来の東西の首脳会議が開催され、アメリカからは

[35 ]と[36 ]国務長官が、ソ連からはブルガーニン首相と

[37 ]第一書記が参加した。

この席上、フルシチョフは、相手側も38 と感じたという。

この印象を受け、彼は自分たちはアメリカと国際舞台で十分対抗できると考えた。

当時、アメリカのソ連に対するおそれはソ連の39 であった。

こうしてフルシチョフは核兵器は40 になり、戦争を不可能にする事が

できると考え、[41 ]競争をいっそうすすめていく。

②そのころアメリカのネバダ州の演習場では42 に参加していた。

実験参加後、兵士たちは43 といった事態があらわれた。参加したも

のは[44 ～ ]万人に及び現在も健康に問題を抱えている人も多い。

③ 日本ではビキニでの水爆実験の結果、遠洋マグロ漁船[45 ]が死の灰を浴び、船員

一名が死亡した。

こうして核兵器が[46 ]を破壊することが知られるようになってきた。

Ⅴ．ハンガリー暴動
①フルシチョフは核の時代には[47 ]こそが合理的選択であると主張しはじめた。

こうした発言は[48 ]をゆるがし、この地域の政治改革は49

をめざすようになっていった。

②[50 ]での運動には、ついに[51 ]軍が介入し、いったんはこれを撃退

したが、ついには鎮圧された。死者は3000人、西側へ逃れた市民は[52 ]万人に及ぶ。

これにたいして西側は激しく非難、緊張は高まった。


